
令和２年度

総合政策局関係予算概要

令和２年１月

国土交通省総合政策局
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予算額 ３７百万円 
 

・より一層の輸送の安全確保のため、各運輸事業者が経営トップのリーダーシ

ップの下で、会社全体が一体となった安全管理体制の構築や改善に取り組

み、国土交通省が運輸事業者の安全管理体制の構築に関する取組状況を確認

し、必要な助言等を行う、運輸安全マネジメント制度を推進している。 
 
・制度創設から 10 年が経過したところであり、平成 29 年 7 月の運輸審議会答

申を踏まえ、運輸安全マネジメント制度の更なる充実強化を推進していく。 
 
＜内 容＞ 
・貸切バス事業の安全確保への社会的要請の高まりを踏まえ、貸切バス事業者

への運輸安全マネジメント評価を重点的に実施し、平成 29 年度から概ね 5

年間で全ての貸切バス事業者の安全管理体制を確認。 
 

・運輸事業者に対して、運輸安全マネジメント制度の理解促進と意識啓発を図

るとともに、各事業者の取組を促進するため、運輸事業の安全に関するシン

ポジウムや安全統括管理者フォーラムのほか、人材育成のためのセミナー等

を実施。 
 

 運輸安全マネジメント制度の今後のあり方について（運輸審議会諮問）運輸審議会答申を踏まえた運輸安全マネジメント制度の充実強化

貸切バス事業者への評価の重点的な実施
運輸安全マネジメント制度の普及啓発・

取組強化の推進

◎ 平成29年度から令和3年度の概ね5年間で、
全ての貸切バス事業者（約4,200社）への評価
を実施。
◎ 令和2年度においても引き続き計画的に年
間約700事業者への評価を実施。

◎ 各交通モード（鉄道、自動車、海運、航空）
の事業者に対する評価も着実に実施し、安全
に関する取組を促進していく。

○ 平成28年1月の軽井沢スキーバス事故を契
機に、貸切バス事業者の安全確保への社会的
要請が高まっている。

○ 貸切バス事業者の安全管理体制を早急に
確認するため、貸切バス事業者に対する運輸
安全マネジメント評価（以下「評価」）を重点的
に実施していく。

◎ 「運輸事業の安全に関す
るシンポジウム」や「安全統
括管理者※フォーラム」を開
催し、今日的な課題への

対策等の議論、先進事例の共有を行う。
※各事業者における安全に関する責任者（役員以上）

◎ 各事業者における安全に関する取組や人材
育成を促進するため、安全担当者向けセミナー
を全国で開催。

○ 運輸事業全体の安全性の確保・向上を図る
ため、全国の事業者に対する運輸安全マネジ
メント制度の普及啓発及び取組強化の推進が
重要。

○ 運輸事業分野では、特に、乗務員等の人材
不足や高齢化、テロ・自然災害対応等多くの今
日的な課題への対応が必須。

 

○ 運輸安全マネジメント制度の充実強化 
（大臣官房運輸安全監理官） 



  

 

 

－ 13 －



 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

－ 14 －



  

 
 

 
 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－ 15 －



  

 
 

 
 

 

 

 

 
 

－ 16 －



 

 

 

 

 

－ 17 －



 

 

－ 18 －



 
 
 

－ 19 －



 
 
 

 

 
 

ICT

 

 

－ 20 －



  

 
 

 

 

 
 
 

 

 

－ 21 －



  

 

 
 

 
 

 

 

 

 

－ 22 －



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 23 －



（この冊子は、再生紙を使用しています ）。
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